

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































青木 正和 明治～ Ⅰ期  1913 Ⅱ期 1945 Ⅲ期 1960 Ⅳ期 1973 Ⅴ期 2001 Ⅵ期  現在
島尾 忠男 1889～ Ⅰ期 1918 Ⅱ期 1930 Ⅲ期 1943 Ⅳ期 1975 Ⅴ期    現在
戸井田一郎 明治～    Ⅰ期  1935 Ⅱ期 1945 Ⅲ期 1951 Ⅳ期 1975 Ⅴ期    現在
注）青木正和『結核対策史』財団法人結核予防会、2004 年、島尾忠男『結核の今昔』克誠堂出版、2008 年、兼松・戸井田一郎『日本における BCG の


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































28）WHO expert committee on tuberculosis. Ninth 




30）直接服薬確認療法（directly observed treatment 
short-course）、通称DOTS （ドッツ）と呼ばれ、
患者の薬の服用を医療従事者が目の前で確認す
る治療方法である。
31）島尾忠男『結核の今昔－統計と先人の業績か
ら学び、今後の課題を考える－』克誠堂出版、
2008年、1－50頁。
32）兼松・戸井田一郎、前掲書、100－112頁。
33）保健衛生調査会答申「結核予防の根本的対
策」（『医政八十年史』印刷局朝陽会、1955年、
754頁）
34）兼松・戸井田一郎、前掲書、111頁。
35）同前。
36）日本結核予防協会から結核予防会への組織変
更の意味とは何か、今後検証すべき大きな課題
である（戸井田一郎、前掲書、106頁）。
37）東京市役所『昭和2年東京市療養所年報（第
七回）』、1928年、緒言。
38）東京市役所『昭和3年東京市療養所年報（第
八回）』、1929年、緒言。
39）東京市役所『昭和4年東京市療養所年報（第
九回）』、1930年、緒言。
40）大阪市『大阪市立刀根山療養所年報　第九
（昭和元年　開所十年記念号）』、1927年、緒言。
41）『衛生局年報』（昭和3年）と同（昭和10年）
を比較。
42）社団法人白十字会編『日本結核予防事業総覧
（昭和11年版）』林止、1936年、15頁、30－32
頁。
43）青木純一『結核療養所反対運動を通した社会
意識に関する研究』（平成17～19年科学研究費
報告書）、2008年。
44）読売新聞、1947年3月28日、朝刊。
45）政府は翌1952（昭和27）年5月28日、結核
死亡率半減を祝して「結核死亡半減記念式典」
を挙行した。
46）厚生省大臣官房統計調査部『昭和26年11月
　施設内結核患者実態調査報告』1954年、16
頁。
47）読売新聞、1953年10月26日、朝刊。
48）財団法人結核予防会、前掲資料、227頁。
49）加倉井駿一「結核療養所のあゆみ」『結核年
報　第3集』、1968年、5－6頁。
50）島村喜久治『療養所』保健同人社、1956年、
192頁。
51）読売新聞、1948年9月28日、朝刊。
52）読売新聞、1949年12月10日、朝刊。
53）調査日時は1950年3月5日、調査対象は一般
人1,000人（男472人、女528人）である（鈴
木邦夫（編）、前掲書、93－118頁参照）。
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54）週間朝日編『続　値段の風俗史』朝日新聞社、
1981年、159頁。
55）読売新聞、1948年12月29日、朝刊。
56）読売新聞、1949年12月10日、朝刊。
57）厚生省大臣官房統計調査部『施設内結核患者
実態調査報告』、1951年。
58）同窓会記念誌編集委員会『雑木林 ― 清瀬病
院の憶い出』国立療養所清瀬病院、1984年。
［付記］
　本稿は科学研究費補助金・基盤研究（C）「結
核療養所の情報発信力や社会的影響力に関する
歴史社会学的研究」（課題番号26380705、研究
代表者：青木純一）による研究成果の一部であ
る。
